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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ 銀メダルおめでとうございます！！⼩⼭恭輔選⼿

〜銀メダルおめでとうございます！！⼩⼭恭輔選⼿〜

東久留⽶市在住の⼩⼭恭輔選⼿が、２００８年パラリンピック、５０ｍバタフライで⾒事銀メダルを獲得されまし

た!

９⽉２０⽇に帰国された⼩⼭恭輔選⼿へのインタビューと、９⽉２７⽇に市⺠プラザで開催された東久留⽶市体

育協会主催の報告会の様⼦とを併せてお知らせいたします。 HN 春さん

⼩⼭選⼿のプロフィール

⽣まれは、東久留⽶市上の原。

東久留⽶第⼆幼稚園、東久留⽶市⽴第四⼩学校、同東中

を経て清瀬⾼校を卒業後、現在は⽇本社会事業⼤学福祉

学部3年に在学中。

笑顔の素敵な２０歳の⻘年です。

⽔泳、バスケットに夢中の中学２年の冬、突然脳梗塞に襲わ

れる。

⼀命は取りとめたものの⾯会謝絶の病室でひとり落ち込んでい

ると、友達やクラスメートから沢⼭の⼿紙や千⽻鶴をもらい「こ

の励ましに応え、ぜったい皆のところへ戻ろう」とリハビリへの強い

意志を持つ。

それまで通っていた東久留⽶スイミングクラブの吉⽥コーチからも

⼿が差し伸べられ、⽔泳のリハビリへの取り組みが始まる。

リハビリと彼の努⼒の甲斐もあって、発病した翌春には復学を

果たす。

そして、⾼校⽣の時パラリンピックを⽬指す。

東京らっこにも所属して⼤会や練習を積み重ね、パラリンピック強化選⼿に選ばれる。更に研鑽を重ね、２００８

年パラリンピック出場選⼿に選ばれ北京に臨む。

ついに夢の表彰台に昇りました！

何の説明も要りません。ひたすら写真を⾒てください。

今回のパラリンピックは世界中の４７ヶ国４０００⼈が参加

して北京で開催されました。その世界の⼤舞台で、銀メダルだ

けでなく出場種⽬すべてに素晴らしい結果を出されました。

⼩⼭選⼿の記録

★５０ｍバタフライ、銀メダル（⾃⼰ベストタイムを２秒９

更新！）

≫⾦メダリスト許慶選⼿とはわずか０秒２２の差でした。≪

☆５０ｍ⾃由形、５位⼊賞。

☆１００ｍ⾃由形、７位⼊賞。

☆４００ｍ⾃由形、７位⼊賞。

銀メダルを獲得した５０ｍバタフライと他の種⽬もそれまでの世

界ランクを⼤幅に上回る⽬覚しい成績です。

⼩⼭恭輔選⼿へのインタビュー

写真左から、お⺟様、恭輔選⼿、野崎市⻑

－ここ⼀番に⼒を発揮できる精神的な強さの秘訣は何かあり

ますか？

「精神的な強さなんてとんでもない。家族に⼩⼼者なんて、から

かわれる位ですから。試合前はタイムが伸びず苦しんでいて、そ

んな⾃分が参加していいのだろうかと⼀抹の不安はありました。

でも⾃⼰ベストタイムを⽬標に参加しました。」

「ところが北京についてみると選⼿村は快適だし（⾷事がおいし

くて３キロも体重増加、監督よりストップがかかったそうです）、

北島選⼿を初めとするトップアスリートと同じ会場で競技ができる⾼揚感や、競技場に⾏くと今まで経験したことのな

い⼤勢の観客からの⼤声援があり楽しくてうれしくて、ひたすら泳いだら結果として出たという感じです。実は、新聞写

真に紹介されたガッツポーズのときは銀メダルと知りませんでした。泳ぎ終わって掲⽰板のタイムを⾒たら、すごくいいタ

イムだったので思わず、『ヤッター！』と出たポーズです。」

「プールから引き上げる時にＮＨＫの⽅に声を掛けられ銀メダルとわかった時は、まさに”信じられない。うれしす

ぎ！！”と思いました。それまでタイムが伸びず苦しかったので、最⾼にうれしい驚きでした。それと要所要所で監督の

励ましやアドバイスをもらえたことが⼤きな⽀えとなりました。」

－ここで、同席していたお⺟様から

「ビギナーズラックがあるんですよ。」

－との厳しい⾔葉に肯いて、

「次からはプレッシャーがあるかも知れませんが、それも楽しみです。」

－⾔葉の端々から読み取れる諦めない姿勢、柔軟でポジティブな考え⽅、これぞ正しく精神的な強さの秘訣です

ね。

－吉⽥コーチから受けたリハビリは、まだ歩⾏もままならない⼩

⼭選⼿を男性３⼈がかりで抱え上げ、抱え降ろし、受け⽌め

るというものだったそうですね。体が動かないのに⽔中に⼊れられ

るなんて、さぞや怖かったのではないでしょうか？

「コーチを信頼していたので、恐怖は全く感じませんでした。」

－リハビリは⾟いものと聞きますし、ここまで来るには並⼤抵では

ない苦労と努⼒があったはずですが、⼩⼭選⼿から出るのは、

楽しかったこと、うれしかったこと、ありがたかったことばかり。「何

事も⼼の持ちよう」とは、このことかと感⼼することしきり。苦労話ばかりしたがる我が⾝を反省・・・

－北京へ⾏く前と帰って来てから変わったと感じたことがありますか？

「あまり意識はしていませんが、やはり⾃分の中で⾃信がついた部分はあると思います。それと信じる⼒を確信しまし

た。」

－信じる⼒？

「そうです。とにかく⼈も⾃分も、いろんなことを信じる⼒です。それと後は・・・まちの中に『おめでとう』とかの垂れ幕があ

ったりして、⾒たときはとてもうれしかったです。今でもおめでとうメールをもらうんですが、これもすごくうれしいです。」

インタビューを終えて・・・

沢⼭の質問に、真剣な眼差しで考え考え答える時、照れくさそうに話す時、うれしそうに話す時と様々でしたが、どの

時もニコニコと答えていただき、右半⾝に⿇痺があることを知っていて話題にしてるのに、障がいを忘れてしまう程、明

るくカッコイイ⻘年でした。⽻織っている⽇章旗に寄せられた応援メッセージの数々。⼩⼭恭輔選⼿をがっしり包み、

銀メダルとともに輝いています。

東久留⽶市体育協会主催の報告会

野崎市⻑からの祝辞です。

この後も都会議員の野島善司⽒よりの祝辞と⽯原慎太郎東

京都知事祝辞の代読等お祝いの⾔葉が続きました。

東久留⽶スイミングクラブの吉⽥コーチ

病に倒れた中学⽣の⼩⼭選⼿をスイマーとして復活させた恩

師。幼稚園の時から現在まで⾒守り続けるやさしくも厳しいコー

チです。壇上で顔があった瞬間、なんともうれしそうにニコッとしま

したが、コーチが話し始めた途端、表情がピッと引き締まりまし

た。⻑年培われた師と弟のありようを垣間⾒たような気がしまし

た。

花束贈呈

今感じていることは、沢⼭のサポートしてくれた⼈がいて、ここま

で来れたことへの感謝ですと⼩⼭選⼿とお⺟様。⼩⼭選⼿が

その中でも⼀番感謝しているのはお⺟様だそうです。⼼配かけ

たし、今でも健康を気遣った⾷事を⼀懸命作ってくれてますとの

こと。⼆⼈で頑張ってきた道程に敬意を表して花束が贈られま

した。

喜びと苦労を共にしてきたお⺟様と⼀緒に並んで、嬉しいけどち

ょっと照れているようにも⾒えました。

⼩⼭選⼿の⼈気に、閉会後も⼈だかりがいつまでも消えません

でした。

銀メダルとともに

筆者がいち早く接写を敢⾏した写真がこれです。

「恭輔さんに会って、その笑顔の虜になった」と祝辞にあった⾔

葉どおりの笑顔です。

ずっと⽔泳を続けたいとの抱負が実現するよう、これからも⻑い

⽬で応援したいと思いました。

ビバ ⼆⼗歳！！ ビバ ⼩⼭恭輔選⼿！！

＝＝＝お詫び＝＝＝＝

10/8〜10/10迄の間、「東久留⽶スイミングクラブ」の名称を間違えて掲載しておりました。皆々様へ⼤変ご迷

惑をお掛けいたしましたこと、ここにお詫び申し上げます。
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